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令和2年12月号 令和2年12月号
1617

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
　

技
能
講
習
受
講
生
募
集

　

在
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

技
能
講
習
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日�

令
和
3
年
1
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場�

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校（
熊
谷
市
新
堀
新
田

5
2
2
）

定
15
人

内�

介
護
福
祉
士
試
験
準
備
講
習（
受
験
直
前
対

策
）

費
3
0
0
0
円

※�

企
業
受
付
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

問
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

　
（

5
3
2
･
6
5
5
9
）

城
南
中
学
校
の

入
学
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
！

　

令
和
3
年
4
月
に
城
南
中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、入
学
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
該
当
す
る
保
護
者
の
方

に
は
、学
校
か
ら
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※�

小
学
校
の
入
学
説
明
会
に
つ
い
て
は
、本
誌

1
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日�

令
和
3
年
1
月
13
日
㈬
受
付
午
後
2
時
10

分
～
2
時
25
分

問
城
南
中
学
校（

5
8
1
･
0
1
2
7
）

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受�

付
期
間
／
令
和
3
年
1
月
14
日
㈭
ま
で

対�

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

試�

験
日
／
令
和
3
年
1
月
21
日
㈭
～
24
日
㈰
の

う
ち
1
日

他�

自
衛
官
候
補
生
の
受
付
は
、年
間
を
通
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事

務
所（

5
2
2
･
4
8
5
5
）

確
定
申
告
期
間
中
の

熊
谷
税
務
署
非
常
勤
職
員
募
集
！

勤�

務
期
間
／
令
和
3
年
1
月
中
旬
～
3
月
31
日

㈬
の
一
定
の
期
間

勤�

務
時
間
／
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
の
う

ち
4
時
間
以
上

対�

ワ
ー
ド･エ
ク
セ
ル
等
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
高
校
卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
方

定
70
人
程
度

内�

受
付
案
内
、パ
ソ
コ
ン
入
力（
入
力
補
助
）、書

類
整
理
、郵
便
業
務
等

時�

給
／
9
3
0
円
～（
職
務
内
容
に
よ
り
時
給

に
差
異
あ
り
、一
部
交
通
費
補
助
あ
り
）

※�『
給
与
法
』の
改
正
等
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

選�

考
方
法
／
面
接（
パ
ソ
コ
ン
操
作
テ
ス
ト
あ
り
）

申�

電
話
で
熊
谷
税
務
署
へ
。面
接
日
ま
で
に
写

真
付
履
歴
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問�

熊
谷
税
務
署
総
務
課

（

5
2
1
･
2
9
0
5
）　

※�

自
動
音
声
で「
2
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
会

日�

令
和
3
年
1
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

4
時

相
談
電
話
番
号

0
4
8
･
8
7
2
･
8
0
5
5

費
無
料
※
電
話
代
は
自
己
負
担

他
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
（

0
4
8
･
8
6
3
･
7
8
6
1
）

開
催
し
ま
す
！

求
人
企
業
合
同
面
接
会

日�

令
和
3
年
1
月
19
日
㈫
午
後
1
時
～
4
時

（
受
付
正
午
～
）

場�

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民

ホ
ー
ル（
大
宮
駅
西
口
徒
歩
約
4
分
）

対�

令
和
3
年
3
月
に
大
学
･
短
大
･
専
門
学
校

等
を
卒
業
見
込
み
の
方
、ま
た
は
卒
業
後
3

年
以
内
の
方

持
履
歴
書
複
数
枚

費
無
料

申
不
要

問�

県
雇
用
対
策
協
議
会

（

0
4
8
･
6
4
7
･
4
1
8
5
）

よ
り
い
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

合
同
就
職
面
接
会

日�

令
和
3
年
1
月
22
日
㈮
午
後
1
時
～
4
時

（
受
付
0
時
30
分
～
3
時
）

場�　
　

役
場
7
階
研
修
･
相
談
室
B

対�

町
内
お
よ
び
近
隣
地
域
で
就
職
を
希
望
す

る
方（
原
則
と
し
て
令
和
3
年
3
月
卒
業
見

込
み
の
方
を
除
く
）

持�

履
歴
書
複
数
枚
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し

て
い
る
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

内�

町
内
お
よ
び
近
隣
地
域
に
あ
る
事
業
所
約

12
社
と
の
合
同
面
接
会

費
無
料

問�

よ
り
い
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

（

5
8
6
･
1
3
3
1
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

財
務
省
関
東
財
務
局
相
談
窓
口

　
財
務
省
関
東
財
務
局
で
は
、金
融
取
引
や
多
重

債
務
に
関
す
る
無
料
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

〇�
投
資
勧
誘
相
談

（

0
4
8
･
6
1
3
･
3
9
5
2
）

〇�

電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談（
架
空
請
求
等
）

（

0
4
8
･
6
0
0
･
1
1
5
2
）

〇�

多
重
債
務
相
談

（

0
4
8
･
6
0
0
･
1
1
1
3
）

※
問
い
合
わ
せ
も
各
番
号
へ
。

受
付

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　

法
務
局（
本
局
･
支
局
）で
は
、令
和
2
年
7

月
か
ら「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」を
開

始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、自
筆
証
書

遺
言
書
を
作
成
し
た
本
人
が
、法
務
局
に
遺

言
書
の
保
管
を
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。
保

管
制
度
を
利
用
す
る
と
、遺
言
書
の
紛
失
、隠

匿
お
よ
び
改
ざ
ん
等
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、従
来
ど
お
り
自
筆
証
書
遺
言

書
を
自
ら
保
管
す
る
こ
と
や
、公
証
役
場
で

公
正
証
書
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問��

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支
局
総
務
課

（

0
4
8
･
5
2
4
･
8
8
0
5
）

※�

受
付
時
間
は
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分野

外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

家
庭
な
ど
か
ら
出
た
ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
、

ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
な
ど
、

一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
で

燃
や
す
こ
と
は
不
適
正
処
理
と
な
り
、ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
な

ど
、健
康
被
害
や
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り
ま

す
。さ
ら
に
は
煙
や
悪
臭
な
ど
で
気
分
が
悪
く

な
っ
た
り
、洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
た
り
と
、

近
隣
住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
野
外
焼
却
は『
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
』に
よ
り
、一
部
の
例
外
を
除
い

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。家
庭
の
ご
み
は
分
別

し
、決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
集
積
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、店
舗
や
事
務
所
な
ど
の
事

業
所
か
ら
出
た
ご
み
は
、町
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、町
や
県
の
許
可
を
受
け
た
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
へ
依
頼
し
、適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

問��

生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課

（

内
線
2
2
3・2
2
4
）

歩行者事故をなくすために

反射材で自分の姿をアピール

令和2年冬の交通事故防止運動

12 月 1日㈫～ 14 日㈪の14日間
【交通事故防止運動重点ポイント】
①夕暮れ時と夜間の交通事故防止
②飲酒運転の根絶および危険運転等の防止
③二輪車の交通事故防止

問寄居警察署( 581･0110)

埼 玉県内で発生した歩行者と車との事故
で最も多いのは､歩行者が横断歩道を横

断中の事故であり､信号機のある横断歩道で発
生した事故の約7割以上が､車の右左折時に発生
しています｡特に､日没時刻の前後1時間(薄暮時
間帯)は周囲の視界が徐々に悪くなり､歩行者や
自転車､車などの発見がお互いに遅れ､事故が多
発する傾向にあります｡
　歩行者､自転車の方は､夕暮れ時や夜間の外
出時には､車に自分の居場所を知らせるために
｢反射材｣の付いたタスキなどを身に着けて自
分の姿をアピールしましょう｡車の運転者は､夕
方は早めにライトを点灯し､前走車･対向車が
いないときはハイビームを活用していち早く危
険を察知できるようにしましょう｡

551･0119火災（消防車出動）の問い合わせ581･2121（代表）寄居町役場
日時日 場所場 対象対 定員定 持ち物持 内容内 費用費 申し込み申 その他他 問い合わせ問
電話 メールHPホームページFAX ファックス


